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１ 報告の狙い 

 

  ・国際的経済環境の変化に伴う政治学（特に福祉政治）のアプローチ変遷 →  4 つの段階、対象のミクロ化 

  ・グローバル資本主義下の権力構造 ～ 政治学は今日の権力現象を十分に捉えられているか？  

 

２ 戦後政治学： 政治文化論から多元主義へ  

 

  ・戦前支配体制から戦後経済発展期における民主主義の質の検討  

     近代化論、政治文化論（Armond, Verba） ⇔ 多元主義（Dahl）  

     → 日本での「仕切られた多元主義」、「パターン化された多元主義」論 

   ← ブレトンウッズ体制下での資本移動の規制、財政政策の一定の自律性  

 

３ 経済危機と政治経済学（1980 年代～90 年代前半） 

  ※先進国に共通する経済環境の変化 → 「危機」対応の分岐をめぐる比較体制論、比較制度論の展開     

 

  ・国家の「強い」自律性 ＝ 社会経済秩序を形成する権力（cf. Skocpol）  

     国際経済と戦後国家＝「埋め込まれた自由主義」（Ruggie 1982）  

       ポラニー・テーゼの受容 → 国内社会保護と国際的自由貿易  

     資本主義（生産関係～階級対立）と国家 → 相対的自律性から「強い」自律性へ  

       ネオ・マルクス主義国家論（Miliband, Poulantzas, Jessop） cf. 田口 1989；加藤 1986 

     ⇔ 新政治経済学（Korpi, Esping-Andersen） 

         「議会政治は[資本階級の]ヘゲモニーを乗り越えることができる」  

 

  ・労使権力の対抗と和解 

     ネオ・コーポラティズム論（Schmitter, Lhmbruch）  

     → 経済危機に対するネオ・コーポラティズム／デュアリズムの分岐（Goldthorp）  

        cf. 「労働なきコーポラティズム」（ペンペル、恒川 1984）；日本型多元主義論批判（石田  1992） 

     権力資源動員論（Esping-Andersen 1990）  

       資本主義市場における労働力商品の毀損 → 「商品化」「脱商品化」の対抗と妥協  

       → 労使権力バランスと議会戦略に応じた三つの福祉レジーム  

     資本主義の多様性論（Hall and Soskice eds. 2001）  

       労働者の技能形成をめぐる「市場の失敗」（Iversen 2005） → 社会保険、雇用規制の複数均衡 

   → 日本における労使関係、福祉レジーム研究の進展  

       戦後「議会政治の空洞化」と「組織された市場」（樋渡  1991）、日本型労使関係の「成功」（久米  1998）、 

       日本型福祉レジーム（新川  1994）、「仕切られた生活保障」（宮本  2008）など  

 

  ・80 年代以降の政治経済学は、資本主義市場の下での階級対立（商品化／脱商品化）、市場の失敗（情報の  

   不完全性、技能形成）を前提としつつ、労使の組織権力のバランス、国家（議会制、官僚制）の「強い」 

   自律性の持続という想定により、戦後レジームの分岐を説明  

  

４ グローバル化と政治経済学（1990 年代後半～） 

  ※グローバル化の進展とポスト工業化 → 開放経済下の理論修正  

 

  ・労使権力バランスの変化と「社会的投資」戦略  

     資本移動の自由化、ポスト工業化による労働二極化（高技能／低技能、輸出／国内保護）、集権的コー 
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     ポラティズムの解体（e.g. スウェーデン、ドイツ）  

   → 資本主義市場の調整 régulation からグローバル化への「適応 adjustment」へ（Sharpf and Schmidt 2000）  

   ＝ 「社会的投資」戦略への収斂？（EU、OECD 報告書、Armingeon and Bonoli 2006; Jenson 2010）  

        財政均衡・インフレ抑制の優先  cf. サービス経済のトリレンマ（Iversen 1998）  

        再配分の見直し（医療・年金支出の抑制、公的扶助・失業保険の厳格化）  

        「知識基盤経済」に適合する福祉と雇用の結合（Giddens、ワークフェアの二類型[宮本 2001]）  

        → 若年層、女性、低技能・失業層への教育投資・就労支援をつうじた employability 強化  

        ＝ ウェルフェアからワークフェアへ、「脱商品化」から「再商品化」へ  

 

  ・「制度」の自律性  

     国家の財政・金融政策に対する制約 ⇔ メゾレベルの「制度」の自律性（Steinmo et al. 1992）  

     歴史的制度論： 制度のもたらす「経路依存」（Pierson 1994; 2002）、選挙制度と党派性（Iversen and     

             Soskice 2006）、拒否点（拒否権プレイヤー）の多寡（Tsebelis 2002）  

           → 政策〈収斂〉への抵抗力  

   → 日本における「新制度論」アプローチの隆盛  

       大蔵省改革（真淵 1994）、税制改革（加藤 2003)、年金改革（新川・ボノーリ編  2004）、日本型  

       福祉レジーム変容（新川  2005: 第 2 部）、拒否権プレイヤー論（眞柄・井戸編 2007）、金融行政 

       （上川）、比較制度論の導入（建林・曽我・待鳥 2008）など多数  

 

  ・90 年代末から 2000 年代の政治経済学では、グローバル化への「適応」に向けた改革が共通主題となる。  

   国家による金融・財政政策の自律性は掘り崩され、社会政策は「再商品化」へと向かう。ただし国内制度 

   の相違は、アクターの短期・中期的な選択の違いをもたらし、「分岐」の持続が観察される。  

 

５ 執政権力の集権化とリーダーシップ論（2000 年代～今日） 

  ※2000 年代の大陸ヨーロッパを中心とした大幅な政策転換 → 経路依存から経路破壊 path breaking へ  

   

  ・経路破壊メカニズムⅠ：執政権力の集中化  

     中核的執政（Rhodes and Dunleavy eds. 1995）、首相の大統領化（Pogntke and Webb 2005） cf. 伊藤編 2008 

   → 日本での政官関係の変容（樋渡・三浦編 2002）、執政権力強化（飯尾 2007）、首相権力（竹中 2006; 高 

     安 2009; 上川 2010; 待鳥 2012）論  

     cf. 政党の国家化＝カルテル政党化、二極競争論（Mair, Katz）～日本での選挙制度改革と二大政党化 

 

  ・経路破壊メカニズムⅡ：「リーダーシップ」と言説・アイディアへの着目  

     リーダーの言説・アイディアの役割（Schmidt 2002）、政策パラダイム転換（Hall 1993）  

     → 日本での「言説政治」研究（宮本 2006; 小野 2009 など多数）  

 

  ・2000 年代以降、グローバル化「適応」に向けた改革の進展を背景として、各国の「分岐」をもたらす制度  

   配置よりも、政治過程の集権化、統治リーダーの戦略へとますます関心が移行する。一方、改革の中身の 

   構成をめぐる権力関係や対抗軸は見えづらくなっている。  

 

６ 検討 

 

  ・前提の抽出： 改革方向の収斂 ＝ 金融自由化と財政制約 ＋  社会的投資（受動的所得保障の縮小） 

        → 政治学の主たる関心 ＝ 制度（拒否点回避と集権化） ＋ アクターの戦略  

 

  ・前提を再考する  

    (1)「社会的投資」戦略の限界  

       福祉と雇用の結合は「効率性と公平性のジレンマ」を解消するか？  

     → 財政制約下での社会的投資戦略の乏しい帰結（Cantillon 2011; Morel, Palier and Palme eds. 2012） 

         就業人口の増加 ⇔ ワーキングプアと所得不平等の拡大  
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         「再商品化」だけではすべての人のライフチャンスを拡大させず  

    (2)金融自由化、財政制約は所与の前提か？  

       金融市場に内在する不完全性（情報不完全性、リスク開示、外部性…）  

       ⇔ 20 年来の規制緩和（銀行／証券、高リスク商品、短期的資本投機）を主導した金融権力  

       国際機関、中央銀行、民間格付け会社の民主的ガバナンスや説明責任の欠如（Stiglitz 2012）  

 

  ・今日の政治学はグローバル資本主義下の権力構造を分析できているか？  

     グローバル化にともなう金融業、輸出産業使用者層の利益の組織的・体系的な表出  

     （ロビイング、政治献金、メディア広告…） cf. Hacker and Pierson 2010 

   ⇔ 非組織的な利益（非正規労働者、若年層、労働力商品化の困難な人々）の軽視、政治過程からの排除  

   → 政治過程の集権化にともなって、社会の利益の一部が過大に代表され、社会全体の「公正さ」や「機 

     会均等」が構造的に損なわれているのではないか？  e.g. 中間層の衰退、繰り返される金融危機  

     ⇔ 投票行動分析（選挙制度、中位投票者の動向）や統治リーダーの「言説」分析だけでは、こうし 

       た権力構造を十分に捉えられないのではないか  

       cf. 「アメリカ政治の変化を説明する際に、研究者はある政治的環境のうち、選挙結果、世論の  

         変化などの変化の明らかな特徴に目を向けがちである。環境のより広範な特徴――利益の媒  

         介システム、政治経済を構成する政策配置の「レジーム」と比較研究者が呼ぶもの――は本  

         来見えにくい。」（Hacker and Pierson 2010: 167）  

   → 政治学の問いの質を高めるためには、社会的な「公正」や「機会均等」とは何か、資本主義の限界と 

     国家の役割とは何か、という政治理論・政治思想上の問いと実証研究との相互対話、相互批判が必要 
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